
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１３７０１

基盤研究(C)

2014～2012

体幹部代謝アトラス構築と経時変化を自動追跡するがん治療効果の診断支援

Automated detection and tracking of abnormal regions on FDG-PET images

１０２８３２８５研究者番号：

原　武史（Hara, Takeshi）

岐阜大学・医学（系）研究科（研究院）・准教授

研究期間：

２４５００５４３

平成 年 月 日現在２７   ６ １７

円     4,000,000

研究成果の概要（和文）：　体幹部FDG-PET画像のための統計画像解析法に基づくコンピュータ支援診断システムのプ
ロトタイプモデルを開発し，がん治療を行った55症例に本手法を適用し評価した．その結果，異常集積を95％自動で検
出できた．放射線科医の診断と同じ変化を示した対は全体の76％であった．同定処理結果を用いて自動解析を行った結
果，異常集積間の経時変化を正しく医師に示せた．
　位置あわせと自動検出法の精度に問題があるが，同定処理を用いて異常集積間の経時変化の自動解析法はSUVの変化
を医師に示せた．これらの結果から，本研究はがん治療における治療効果判定において，病変部の定量解析の可能性を
示した．

研究成果の概要（英文）：We have developed a prototype of computer-aided diagnosis system for FDG-PET 
images based on statistical image analysis. Fifty-five cases were employed to evaluate the initial 
performance. As a result of this work, we have achieved 95% true-positive fraction to detect abnormal 
spots and to track the activity changes between two time series examinations. The evaluation of activity 
changes of 76% examinations showed the same results as radiologists' comments.
In conclusions, the presentation of activity changes with SUV and Z-score will be a helpful index for the 
interpretation of FDG-PET images during the cancer treatment.

研究分野： 医用画像解析

キーワード： 核医学　FDG-PET　コンピュータ支援診断
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 我が国の悪性新生物(がん)による死亡者数
は増加傾向にある．死亡者数の減少のために
は，がん検診による早期発見と早期治療が必
要である．2002 年以降，陽電子放出核種断
層撮影 (Positron Emission Tomography：
PET)を用いたがん検診を受診する人数が増
加している．これまでは全身を簡便にスクリ
ーニングすることは困難であったが，PET の
登場により全身を検査することが可能とな
っ た ． PET が ん 検 診 で は ， 主 に 
2-dexy-2-[18F]fluoro-D-glucose (FDG)が用
いられる．糖代謝の高さと，腫瘍の悪性度に
は相関があることが報告されており，この性
質を FDG-PET がん検診では利用している．
FDG-PET 検査では体内の糖代謝を簡便に知
るために， Standardized Uptake Value 
(SUV)という半定量評価値を用いてられる．
SUV は糖代謝が高い領域に高い数字を示し，
SUV が高い領域を異常集積と判断できる．し
かし，SUV は生理的に糖代謝が高い臓器や
FDG の排出経路である腎臓，尿管，膀胱に
は正常であっても高い値を示す．したがって，
SUV が高い値を示しても必ずしも異常とは
判断できない． 
 現在，FDG-PET 画像を対象とした研究が
いくつかのグループによって行われている．
しかし，経時差分処理を行った研究は，我々
以外では報告されていない．経時差分処理と
は，現在および過去の画像を差分して異常陰
影を強調する手法で，CAD への応用の 1 つ
である．経時差分処理の有用性に関しては，
これまでにいくつか報告されている． 
 我々はこれまでに，FDG-PET 画像を用い
た全身のモデル化および Zscore 画像の作成
を試みており．本研究を進めるに至った． 
 
２．研究の目的 
 本研究では，Zscore 画像の作成に関する技
術と，経時変化間の異常集積を同定する技術
を統合した処理を構築し，放射線科医との比
較を行った．さらに，同定処理を用いて異常
集積間の経時変化を自動解析することを目
的とした． 
  
３．研究の方法 
 我々の研究は全身FDG-PET検査において体
幹部の SUV を正常 SUV 分布に基づく Zscore
を算出し，SUV の定量評価をするためのコン
ピュータ支援診断(CAD)システムの開発を行
う．正常症例 243 症例(男性：143 症例，女性：
100 症例)から，体格の補正，体表面と肝臓，
膀胱の位置補正を行い，体幹部の正常 SUV の
平均値と標準偏差を3次元的に表現する体幹
部SUV分布モデル(体幹部正常モデル)につい
て提案した．本研究では，体幹部正常 SUV 分
布を用い，体幹部正常 SUV 分布に基づく
Zscore を算出し，SUV の定量評価を行った．
また、Zscore を基に経時変化がある異常集積
間の自動解析法を開発した．ここでは，異常

部位を自動検出したのち，２つの時相の間で
の異常集積の対を同定する．この同定処理は，
異常集積の自動検出処理と経時変化がある
異常集積間を追跡しする．そして，その変化
を解析する．これは，治療前後の過去画像と
現在画像を想定している． 
 作成した同定処理を1人の熟練した放射線
科医が使用し，放射線科医の治療効果診断と
同定処理の結果を比べ，主観評価を行い，デ
ータベースを構築し評価する．これは同定処
理が経時変化を正しく追跡できているかを
調査する．また，正しく同定した異常集積に
おいて，異常集積間の自動解析を行った．こ
れはFDG-PET検査における異常集積間の経時
変化を自動で定量解析することの有用性を
調査した． 
 実験に使用したデータベースは，55 症例
(男性:33 症例，女性:22 症例)の FDG-PET 画
像によって構成される．経時変化がある異常
集積の組は 161 組である 
 解析には，SUV 最大値，SUV 平均値，Zscore
最大値，Zscore 平均値，異常集積の体積の 5
つのパラメータの経時変化を用いた．最大値
と平均の解析によって，最大値では異常集積
の核部分の経時変化を解析でき，平均値では
周辺部も含んだ経時変化を解析できる． 
  
 
４．研究成果 
 体幹部 FDG-PET画像のための統計画像解析
法に基づくコンピュータ支援診断システム
のプロトタイプモデルを開発し，がん治療を
行った 55 症例に本手法を適用し評価した．
その結果，異常集積を 95％自動で検出できた．
放射線科医の診断と同じ変化を示した対は
全体の 76％であった．同定処理結果を用いて
自動解析を行った結果，異常集積間の経時変
化を正しく医師に示せた． 
 位置あわせと自動検出法の精度に問題が
あるが，同定処理を用いて異常集積間の経時
変化の自動解析法はSUVの変化を医師に示せ
た．これらの結果から，本研究はがん治療に
おける治療効果判定において，病変部の定量
解析の可能性を示した． 
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